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研究成果の概要（和文）：琉球列島の後期更新世から完新世にかけての陸生層から出土する脊椎動物の化石や遺
跡産骨格残骸の探索と分類学的帰属について検討を行い、この地域の動物相の変遷に関する知見の充実と現生動
物のDNA分子を主な指標とした現行古地理仮説の検証を試みた。その結果、種の豊富さや陸水環境に乏しい小さ
な島嶼のいくつか（たとえば宮古島など）も含め、この列島は更新世末期までは現在と比べて著しく多様な陸生
脊椎動物相を擁していたことが明らかとなった。化石や骨格残骸の分類学的研究の結果は、現行古地理仮説と調
和的であった。港川人遺跡産の動物化石の研究では、陸生動物相の大きな変化や種の絶滅に人類の少なくない関
与が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In the present study, we conducted taxonomic evaluations on the Late 
Pleistocene to the Holocene skeletal remains from the Ryukyus to understand faunal changes in the 
past. In addition, we searched for new materials on several small islands from which the skeletal 
remains have hardly been found to verify the current paleogeographic hypothesis of this area. The 
results indicated that most islands of the Ryukyus, including those characterized by occurrences of 
a small number of species as well as poor landscape, had harbored much richer vertebrate fauna but a
 part of the animals went extinct by latest Pleistocene. The Late Pleistocene vertebrate fauna 
including several extinct species are largely congruent with the current hypothesis. Remarkable 
decrease of the skeletal remains above hominid bone beds in the Minatogawa Man site on Okinawajima 
Island implies that the extinctions of terrestrial vertebrates are more or less attributed to spread
 of the Paleolithic people to the Ryukyus.

研究分野： 動物系統分類学
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１．研究開始当初の背景 
琉球列島は、非飛翔性陸生動物の諸系統群

が示す地理的パタンにもとづき、北琉球、中
琉球、南琉球に分けられる。近年の主に DNA
分子を指標とした系統地理学的研究の成果に
もとづき、遺存的な状態にあると思われる固
有種の頻度が高い中琉球は、後期中新世ない
し前期更新世から現在まで一貫して周辺から
隔離されてきたとされ、固有亜種が多く、そ
のほとんどが台湾などの隣接地域に姉妹群を
もつ南琉球は、中期更新世になって孤立した、
と一般的に考えられている（Ota, 1998, 2000）。
この古地理仮説は、最近になって分断の年代
について異論も含め諸説が出されているもの
の、概ね支持されている（たとえば、Lin et al., 
2002; Honda et al., 2002）。しかしながらこうし
たデータの解析結果は、地域個体群の消滅や
遺伝子浮動などのノイズの影響も少なからず
受けるため、異なるデータセットに基づき検
証もしくは補強され、必要に応じ改訂される
ことが望まれる（太田、2002）。幸いなことに
中・南部琉球に点在する後期更新世のフィッ
シャー充填堆積物や洞穴堆積物、あるいは縄
文期の貝塚などからは、絶滅系統を含む陸生
脊椎動物の化石が多く発見されている（たと
えば、Takahashi et al., 2008；髙橋、2017）。こ
のような化石は、現行の仮説を検証する格好
の資料となり得るが、残念なことにこれまで
の研究ではあまり、信頼できる精度での同定
がなされてこなかった。このため、化石の収
集努力に地域的な偏りもあり、現行古地理仮
説の検証に用いられるには至っていない（Ota, 
2003; Takahashi et al., 2008）。 
 
２．研究の目的 
 琉球列島では広い範囲で後期更新世の脊椎
動物化石や完新世の遺跡産骨格残骸が産出し
ている。これらは、特定の地域・時代におけ
る特定の動物群の種組成の解明にあたり有力
な情報をもたらし、現生種を対象とした分子
系統地理学的アプローチによる琉球列島の歴
史生物地理仮説の検証や、より確からしい仮
説の構築を進める格好の材料となりえる。そ
こで本課題では、琉球の広い範囲から新たな
化石の収集を行いつつ、既存の化石について
も高精度での再同定を進め、更新世以降にお
けるこの地域の陸生脊椎動物相の変遷史を解
明し、背景となる古地理シナリオの構築を目
指す。 
 
３．研究の方法 
初年度は、中琉球で新たな陸生脊椎動物化

石・遺骸の発見が期待できる島嶼で標本探索
調査とデータの蓄積を行う。また、沖縄島の
遺跡から知られる誤同定と思われる資料につ
いて再検討を行う。これらと並行して、これ

までのものも含め採集した化石・遺骸につい
て分類・記載を進める。標本採集は、法令・
条例を遵守のうえ、必要に応じて適切な手続
きを経て行う。次年度以降は、南琉球で新た
な標本の発見が期待できる島嶼を踏査しデー
タの蓄積を行うとともに、石垣島や宮古島な
どの遺跡から得られた標本のうち、同定結果
の追試が望まれている標本の所在を明らかに
し、再同定・分類を試みる。最終年度は 2 年
間の調査で得られた化石や遺骸のクリーニン
グを終え、分類・記載を進める。最終年度は
結果を総括し、高い精度での後期更新世－完
新世における中琉球および南琉球の陸生脊椎
動物相の変遷史を示す。 
 
４．研究成果 
本課題研究の結果、奄美諸島（中琉球）の

これまでに陸生脊椎動物化石が全く知られ
ていない一小島嶼より、齧歯類、トカゲ類、
ヘビ類、鳥類に帰属するおびただしい数の標
本を得ることができた。これらと堆積物で共
産した陸貝殻 3 点を対象として 14C 年代測定
を実施したところ、およそ 4万年から 3万年
（後期更新世末期）の年代値を得ることがで
きた。採集された化石については現在、その
分類学的位置づけを明らかにするために比
較検討を進めているところであるが、なかで
もネズミ類は奄美大島、徳之島、沖縄島の固
有種ケナガネズミに匹敵する体サイズを持
っていた。また、ヘビ類のなかにも全長 2m
を大幅に超えると考えられるナミヘビ類の
標本が検出された。この島嶼には現在、こう
した大型の陸生動物は分布していないため、
絶滅系統のものと考えられる。また、沖縄島
を含む琉球列島から豊富に知られている陸
生・淡水生カメ類についてレビューし、後期
更新世から近世にかけての分布域の変遷（絶
滅種や個体群消滅についての情報も含む）を
明らかにし、同定結果が疑わしいものについ
ては再検討・再同定を行った（髙橋、2015、
2017；髙橋ほか、2018）。なかでも、宮古島
の上部更新統より発見され、ミナミイシガメ
（国内では八重山諸島にのみ在来分布）とし
て報告されたカメ化石や、ヤマネコ属の一種
（Prionailurus sp.）として報告された標本
の分類学的帰属については、特別の注意を払
い、詳細な比較を行った。その結果、カメ化
石はミナミイシガメではなく、形態的にニホ
ンイシガメ（本州、四国、九州の固有種）や
ヤベイシガメ（本州の中・後期更新世の絶滅
種）に近いイシガメ科の絶滅種であることが
明らかとなり、ミヤコイシガメ Mauremys 
oshiroi として新種記載した（Takahashi et 
al., 2016）。ネコ類の化石は、ヤマネコ属の
中でもベンガルヤマネコ Prionailurus 
bengalensis に帰属することは確認できた。
しかしながら、西表島（八重山諸島）に現生
するイリオモテヤマネコとは別種であるこ
とが明らかとなった（髙橋、未公表データ）。 



 
これらに加えて、石垣島の上部更新統より発
見されたイタチ科の断片化石についても詳
細な比較検討を行ったところ、当該化石はユ
ーラシア大陸東部に広く分布するキエリテ
ン（Martes flavigula）に近縁な小型の絶滅
種であることが明らかとなった（Takahashi 
and Ota,未公表データ）。 
南琉球における踏査では、宮古諸島の多良 

間島より断片的ではあるものの、比較的多く
の脊椎動物化石を含む堆積物を発見するこ
とができた。多良間島（最高標高 34.2ｍ）は、
ほぼ全域が石灰岩で覆われており、後期更新
世の終わりまで海面下にあったと考えられ
ている。化石を含む堆積物には、淡水生カメ
類と齧歯類、および鳥類の化石が確認できた。
共産した陸貝についての 14C 年代測定の結果
は、およそ 2万年の値を示した。これらの標
本は現在、剖出の途にあり、詳しい分類学的
位置づけは不明であるが、こうした陸生脊椎
動物は海流分散によりもたらされたのかも
しれない。 

これらに加え、奄美諸島から八重山諸島に
かけての上部更新統より知られているリク
ガメ科のオオヤマリクガメについて、模式標
本と同じ場所（沖縄島中部）から得られた新
標本を用いて、その分類学的・系統学的位置
づけについて再検討を行った（Takahashi et 
al., 2018）。その結果、オオヤマリクガメに

は従来言われたような島嶼型の進化を示す
形質は認められないことと、ムツアシガメ属
のなかで本種は地理的にかなり離れた地域
に分布するエミスムツアシガメ（Manouria 
emys）と姉妹群をなすこと、などが明らかと
なった（図 1、2）。南琉球（宮古島と与那国
島）からの本種の記録は極めて部分的な標本
によるため、今後、これらについての詳細な
比較にもとづく検証が求められる。近年、沖
縄島の下部更新統より本種に同定された化
石が報告されたことと、地形・地質学的デー
タより、オオヤマリクガメは前期更新世には
すでに中琉球へ分布しており、南琉球へは漂
流により分散したと推定された。オオヤマリ
クガメは甲長およそ 45 ㎝程度で、漂流分散
者の典型としてよく取り上げられるゾウガ
メ類と比べるとずいぶん小さい。このことか
ら、オオヤマリクガメの南琉球への漂流分散
が事実であれば、ほかの陸生脊椎動物の中に
も同様の分散を行った種がいた可能性も考
えられる。 
本課題において後期更新世から近世にか

けての琉球列島より得られた陸生脊椎動物
化石についての検討の結果は、琉球列島の現
行古地理仮説と大筋において調和的であり、
これを補強するものであった。ただし、依然
として現行の古地理仮説とは非調和的なも
のもみられる（たとえば、宮古諸島の上部更
新統から知られるミヤコイシガメや本課題
で検討を行うことができなかったノロシカ
やハタネズミ類など）ため、今後、さらなる
分類学的研究の推進が望まれる。また、本課
題研究の成果から、後期更新世の琉球列島に
は淡水生・陸生カメ類が少なくとも 9種ない
し 10 種分布していたことが明らかとなった
（表 1）。このことは、かつて同列島のカメ類
相は、在来種（1 科 3 属 3 種）の 3 倍の種数
を擁していたことを示している。また、現在
では普通種の分布で特徴づけられ、種の豊富
さに乏しい小島嶼のいくつかにおいても、後
期更新世には多種多様な陸生動物が分布し
ていたことが、化石の産出により示唆された。
なかでも、現在のトカラ海峡以南の琉球では
西表島のイリオモテヤマネコのみしか知ら
れていない食肉哺乳類が、後期更新世の石垣



島に 2種（ネコ科ベンガルヤマネコ属の一種
とイタチ科テン属の一種［髙橋、未公表デー
タ］）分布していた事実は非常に興味深い。
この発見は、一般に中期更新世まで台湾と接
続していたと考えられているにもかかわら
ず全体として貧弱な南琉球の現生陸生脊椎
動物相は、更新世末期までは現在よりも豊か
なものであったが、多くの系統の絶滅を経験
し現在に至ったことを示唆している。残念な
がら本課題では、石垣島の例も含めこうした
更新世末期の琉球列島における“大量絶滅”
の原因について解明するには至らなかった。
しかしながら、最近、この原因について示唆
的な結果を示す例が沖縄島南部の遺跡より
確認された。この地域の旧石器人類遺跡とし
てよく知られる港川人遺跡から出土した動
物化石についての検討（髙橋ほか、2018）に
より、出土したカメ類の種数と量（数）が人
類化石の出土層準を境に下位では豊富であ
るのに対し、上位では著しく減少することが
示された。このことは、カメ類も含め琉球列
島の陸生脊椎動物の絶滅や個体群消滅に、他
地域より分散してきた人類が少なからず関
与したであろうことを示唆している。 
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